
令和６年第１１回たつの市教育委員会定例会議事日程 

 

と き 令和６年１１月２７日（水） 

       午後３時３０分 

ところ 市役所新館３階 ３０１、３０２会議室 

 

１ 開会宣言 

 

 

２ 委員就任あいさつ 

 

 

３ 会議録署名委員の指名 

 

 

４ 教育長諸報告 

（１） 新宮地域小中一貫校について 

（２） 不登校・いじめについて 

（３） 令和５年度たつの市児童生徒のいじめ・不登校の状況について 

 

 

５ 議事 

  報告第１６号  たつの市教育委員会事務局職員の分限等処分について 

  議案第３４号  令和６年度たつの市一般会計補正予算（第５号）の意見の申出について 

  議案第３５号  財産の取得に係る意見の申出について 

 

 

６ 自由討議 

 

 

７ 次回教育委員会開催予定日   令和６年１２月２５日（水） 午後１時３０分～ 

〃    開催場所   （新館３階 ３０１、３０２会議室） 

  次々回教育委員会開催予定日  令和７年 １月  日（ ） 午後 時 分～ 

     〃    開催場所   （               ） 

 

 

８ 閉会宣言 
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令和６年第１１回たつの市教育委員会定例会会議録 

 

と き 令和６年１１月２７日（水） 

       午後３時３０分 

ところ 市役所新館３階３０１、３０２会議室 
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事務局 

 

 

 

 

 

ただ今から、令和６年第１１回たつの市教育委員会定例会を開会し

ます。 

最初に、瀬戸委員の就任についてご報告いたします。瀬戸委員にお

かれましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定により、１１月１８日付けで本市の教育委員として山本市長

より辞令交付されましたのでご報告いたします。任期につきまして

は、令和１０年１１月１７日までの４年間となります。それでは、瀬

戸委員、一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

＜ 就任あいさつ ＞ 

 

ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

 

＜ 会議録署名委員の指名 ＞ 

 

次に、会議の公開又は非公開の決定を行いたいと思います。 

教育長諸報告のうち、（２）不登校・いじめについては、たつの市

教育委員会会議規則第９条第１項第７号の規定により、また、議事の

報告第１６号「たつの市教育委員会事務局職員の分限等処分につい

て」は、同規則第９条第１項第１号の規定により、議案第３４号「令

和６年度たつの市一般会計補正予算（第５号）の意見の申出について」

及び議案第３５号「財産の取得に係る意見の申出について」は、同規

則第９条第１項第４号の規定により、非公開にすることが適切である

と思われます。賛成の方は挙手願います。 

 

 ＜ 挙 手 ＞ 

 

賛成が出席委員の３分の２以上の多数と認め、非公開と決定しま

す。 

先に公開案件を審議した後、非公開案件の審議を行います。 

それでは、教育長諸報告に入ります。（１）新宮地域小中一貫校に

ついて、事務局報告願います。 

 

前回の定例会において、現在の状況について報告しましたが、それ

以降大きな進展はありません。本日は１１月２５日付けで新宮地域で

発行した新宮地域小中一貫校だよりを資料として準備しております。

内容としては、小中一貫校の学校名候補の選定及び小中一貫校の制服

等に関する基本方針についての協議報告になります。まず、学校名候

補の選定についてですが、次回の準備委員会を１月に予定しており、
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そこで小学校名、中学校名及び通称名をある程度絞り、その上で委員

の投票により選定するということにしています。次に、制服について

ですが、小学校では制服を採用すること、小中一貫校開校後も現在各

学校で着用している制服を引き続き着用して良い移行期間を設ける

という２点が決定しています。基本方針については、別途専門委員会

を設け、詳細について協議に入ることとしています。以上です。 

 

以上のことにつきまして、何かご質問、ご意見等はございませんか。 

 

先ほどの専門委員会とは、どのようなものでしょうか。 

 

制服だけを話し合う委員会を明日から開始します。委員は、準備委

員会委員のうち、ＰＴＡ代表、未就学時の保護者代表及び学校長とし

ています。 

 

その専門委員会でおおまかな案を作成し、どこかで提案するのでし

ょうか。 

 

作成いただいた案を準備委員会に提案いただき、最終的に決定した

いと考えています。 

 

もう一点、学校名の件ですが、名称を絞った上で委員による投票と

ありましたが、多数決で決めるということでしょうか。 

 

投票の仕方については準備委員会で協議いただいているところで

すが、現在、小学校名、中学校名、通称名をそれぞれ８点程度まで絞

っているところです。これらを更に協議によりそれぞれ３点程度まで

絞りたいと考えています。 

 

小学校名、中学校名については資料に書かれているようにセットと

して考え、通称名は小学校名、中学校名とは別に決めようとしている

ところです。投票で絞っていきますが、一回の投票で多数決で決める

という訳ではありません。新宮小学校跡地に建設する、新宮中学校も

近いといった事実はありますが、新宮小学校区以外の西栗栖、東栗栖、

香島、越部の各小学校区の方々のそれぞれの思いもあろうかとは思い

ますので、委員長、副委員長が中心になってどのようにまとめていこ

うかという話になろうかと思いますし、最終的には委員同士で調整し

てもらうということになると思います。 

 

「投票で決定する」ということは公表するのでしょうか。 

 

 

話し合いで決定するとなると、最終的に声が大きな方の意見になっ

てしまう可能性もありますので、投票で決定するということを公表す

ることは必要です。新宮町域全体で学校名を募集し、準備委員会で協

議いただき絞り込んでいただいていますが、最終的には投票で決める
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ことが民主主義であろうと思います。 

 

学校名については、どのように決めたのかということに皆さん興味

を持たれると思いますが、今の話だと、最終的に投票で決定したとい

うことになりますね。 

 

投票により多数決で決定したということではなく、最終的には準備

委員会の総意で決定したと理解いただければと思います。 

 

わかりました。学校名の選定について、引き続きよろしくお願いし

ます。 

 

ホームページに１１月１３日時点での仮設校舎の建築工事の状況

写真が掲載されていますが、１２月には更新されますか。 

 

新しい写真が届き次第更新しています。 

 

新宮地域ということで、秦委員のところに何か情報は入っています

でしょうか。 

 

特別な話題はありませんが、小中一貫校開校時、誰が校長になるの

か、どの先生が赴任しているのかといったことに興味を持っている方

もいるようです。 

 

まだ３年もありますが、気にされている方もいらっしゃるのです

ね。小中一貫校の進捗については、今後も継続して報告していきます。 

ほかに、ご意見、ご質問等はございませんか。 

ご発言ないようですので、次に、（３）令和５年度たつの市児童生

徒のいじめ・不登校の状況について、事務局報告願います。 

 

１０月３１日に文部科学省から、令和５年度児童生徒の問題行動・

不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果が公表されました。そ

の結果を踏まえ、令和５年度たつの市児童生徒のいじめ・不登校の状

況について、各項目の主な部分について説明します。まず、いじめの

状況です。令和５年度の１００人当たりの認知件数ですが、小学校で

はたつの市２．８２件、兵庫県９．９４件、全国では９．７４件でし

た。中学校ではたつの市３．８６件、兵庫県４．９３件、全国では４．

０７件でした。いじめの発見のきっかけについては、「本人からの訴

え」や「保護者からの訴え」が半数以上を占めました。いじめの態様

については、「冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言われる」が

最多でした。学校におけるいじめの日常的な実態把握については、全

ての学校において定期的なアンケートを実施し、それらをもとに個別

面談を実施しています。今後の対応についてですが、大きく２点、「未

然防止、早期発見、早期対応」「ＳＮＳに関連したいじめの対応」等

について重点的に取り組んでいます。いじめについては以上です。 
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まず、いじめについて報告がありましたが、何かご意見やご質問等

はございませんか。 

 

今後の対応の項目中にある「校内いじめ対応チーム」という言葉を

初めて聞きましたが、これは全ての学校にこのようなチームがあるの

でしょうか。また、どのような人員構成なのでしょうか。 

 

管理職、生活指導の担当者、場合によっては養護教諭やスクールカ

ウンセラーに入ってもらうこともあります。 

 

校内いじめ対応チームがあるということを、保護者の皆さんは知っ

ているのでしょうか。 

 

当然知っているはずです。全ての保護者が見ているかわかりません

が、各学校ではいじめ対応の基本方針をホームページで公表していま

す。その中で、いじめ対応チームにも触れています。 

 

例えばあるクラスでいじめがあった場合、学級担任が解決に動くの

はもちろんのこと、組織としていじめ対応チームがあるので、その対

応チームの職員もそのいじめ問題に深く関わっていくことになりま

す。そういったこともあり、学校内にはいじめ対応チームという組織

があるということは公表されているはずです。 

 

わかりました、ありがとうございます。 

 

いじめの認知件数の部分についてですが、小学校が全国や兵庫県と

比べてかなり低く、一方で中学校では全国や兵庫県と同程度となって

います。これは教育委員会として良いことと捉えているのか、問題が

あると捉えるのか、どのように判断していますか。 

 

文部科学省の分析を見ると、小学校では、ささいなトラブルやささ

いな暴力の件数が増加している傾向にあります。そのささいなトラブ

ルや暴力をたつの市の小学校は認知件数に含めていない傾向がある

ように思います。 

 

積極的な認知を呼びかけた上で低い数字となっている訳ですから、

良い状況だと言えるのではないでしょうか。全国的には小学校の暴力

事案も増えているのかもしれませんが、そもそもたつの市において暴

力事案は少ないはずです。事実としていじめの件数は少ないと言って

も良いと思います。一方、中学校においては、令和３年度はかなり低

い数字でしたが、令和４年度、令和５年度と報告件数が上がっていま

す。これは、学校の状況が悪くなったのではなく、積極的な認知を呼

びかけた結果、適正に報告されるようになったという解釈で良いので

はないでしょうか。 

 

 報告基準の解釈が自治体によって違う部分もあろうかと思います
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ので、改めて確認したいと思います。 

 

ただ、いじめについては教師の目の届かない部分で行われていると

いうこともありますので、今後も注意深く見ていく必要があります。 

 

このいじめ対応チームが認知した件数が、教育委員会が把握してい

る件数になっているのでしょうか。 

 

いえ、そうではなく、少し複雑な案件の場合について、いじめ対応

チームで対応してくこととしています。 

 

学校からは、アンケートや保護者からの訴え、子どもからの訴えに

よりいじめであると判断されれば、件数として報告されます。ささい

なことで、クラス内で解決できれば良いのですが、ひどいいじめがあ

ったというような場合には、管理職を含めたいじめ対応チームにおい

て今後の対応について協議することとしています。ですので、報告さ

れている件数全てに対応チームが関わっている訳ではありません。 

 

その報告をしているのは学校の先生ですか。 

 

はい、学校の先生からの報告です。仮に、小学校の放課後児童クラ

ブにおいてもいじめのようなことがあれば、学校を通じて報告される

ことになっています。 

 

放課後児童クラブでのいじめも学校が関わるのですね。 

 

学校活動中以外のいじめであっても、やはり解決には学校が関わる

必要があります。放課後児童クラブ内の事案とは言いつつも、指導員

だけで対応することは難しいでしょうし、最終的には保護者が学校に

訴える場合が多いです。たまたま発生したのが放課後児童クラブの時

間中というだけで、そもそもはやはり学校活動中にも問題がある場合

が多いと思います。 

ほかに、ご意見、ご質問等はございませんか。 

ないようですので、不登校の状況報告についてお願いします。 

 

令和５年度における全児童生徒に占める割合として、小学校ではた

つの市２．６１％、兵庫県２．１９％、全国では２．１６％でした。

中学校ではたつの市７．４４％、兵庫県７．６４％、全国では７．０

４％となっており、不登校の出現率については小学校、中学校とも増

加傾向にあります。中学校に関しては兵庫県より低い数値となってい

ますが、小学校では全国や兵庫県を大きく上回る数値となっており、

対策が急務であることが読み取れます。次に、不登校児童生徒の状況

ですが、昨年度９月末と今年度９月末における２０日以上、また３０

日以上の欠席割合を比較しています。小学校では３０日以上の欠席が

０．９３％から０．７６％となっており、長期欠席となる可能性のあ

る児童は減少しています。しかしながら、例年９月以降に不登校児童



 - 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

生徒の増加が見られることから、２学期以降に不登校傾向の児童生徒

への関わりをどのように行っていくかといったことを先日の担当者

会で協議したところです。また、たつの市における不登校児童生徒に

ついて把握した事実についてですが、これは学校の先生に対し、保護

者又は児童生徒から相談があった割合となっています。小学校では、

「学校生活に対してやる気がでない」、「生活リズムの不調」、「学業の

不振や頻繁な宿題の未提出が見られた」が上位の理由になっていま

す。中学校では、「生活リズムの不調」、「学校生活に対してやる気が

でない」、「不安・抑うつ」が上位となっています。それぞれのケース

に応じて対応しているところですが、関係機関、ソーシャルワーカー、

スクールカウンセラーとの連携等、多方面からの支援が必要だと考え

ています。次に、たつの市におけるこれまでの取組についてです。主

なところでは、たつの市教育支援センター、小学校５校・中学校５校

に設置した校内サポートルーム、郊外２箇所に設置したサポートルー

ムにおいて不登校児童生徒を支援していることや、小中連携シートを

活用し、不登校・不登校傾向の児童生徒に対し、小学校から中学校へ

の引き継ぎをスムーズにできるよう９年間を見通した支援をしてい

ることが挙げられます。最後に、今後の対応として、①個々に応じた

学びの普及として、サポートルームを中心とした新たな体制づくりを

実施していくほか、タブレット端末を活用した学習支援や様々な取組

みの情報共有、②予防や早期対応を重視する生徒指導の充実として、

各校が新規の不登校児童生徒数を減らすことを目標に、あいさつ、声

かけ、励ましや賞賛などの実施、③こどもの居場所づくりに向けた取

組の推進として、個々の状況や家庭の状況に応じて居場所を共有し、

積極的な支援体制の構築など、これらの事項について積極的に取組ん

でいきます。不登校については、以上です。 

 

以上のことにつきまして、何かご意見、ご質問等はございませんか。 

 

２点伺います。資料中、不登校の低年齢化と記載されており、以前

の定例会においてもたびたび事務局からそういった発言があったか

と思います。低年齢化とは、どのあたりの学年を指しているのでしょ

うか。以前は高学年が多かったのが、低学年も増えているということ

でしょうか。そうであれば、就学前から就学後にかけての時期に重点

的に対策する必要があるのではないでしょうか。また、不登校児童生

徒について把握した事実の表についてですが、パーセントで記載され

ていますが、各項目を合計すると１００を超える数字になろうかと思

います。これはどのように理解するのでしょうか。 

 

２点目の件については、複数回答可としていることから、このよう

な数字となっています。１点目の低年齢化の件についてですが、昨年

度の割合を見ると、２年生の割合が多くなっています。 

 

多くなっていると言うよりは、今まで２年生で不登校の報告はなか

ったものが、少ないながらも報告されるようになっています。不登校

児童の人数が高学年より低学年が多いということではなく、低学年で
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も出現するようになったということです。その部分については今後対

策が必要と考えています。たつの市では幼小連携をしっかりしてお

り、様々な情報共有もしていますが、小学校に入学後、集団生活に馴

染めない児童がわずかにでてきているということが、事実としてある

ようです。 

 

一時期、メディアで無理して学校に行かなくても良いといった話が

話題になったことがありました。そういった話の影響はあるのでしょ

うか。 

 

はっきりとはわかりませんが、そのような考えを持っている保護者

もいるかもしれません。 

 

私の子どもも不登校気味ということもあって、毎日行きたくないと

言っています。２時間目や４時間目が終わった後に帰ってくることも

あったり、今日は頑張ったので明日は休むといったこともあります。

たまたま今は遅れての登校や早退にも何とか対応できている状況で

すが、世間的には両親が共働きの時代になっており、なかなか対応し

きれない部分もあろうかと思います。 

 

このあたりにフリースクールはあまりありませんが、ここでの学び

もきちんと認めるということになっています。学校は必ずしも行かな

いといけない施設ではなくなりつつあるとは言いながらも、学校に来

て学び、集団生活を送るということは、社会的自立の一番の近道であ

ろうかと思います。 

ほかに、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

不登校児童生徒について把握した事実の表の中で、「非行」という

言葉が記載されていますが、どのようなことでしょうか。また、不登

校におけるネットパトロールとは、どのようなことを調べているので

しょうか。 

 

「非行」についてですが、怠惰、なまけや夜間徘徊などの意味合い

です。 

 

そのほか、飲酒、喫煙や家出など、社会的な秩序から外れた行為を

非行としています。 

 

ネットパトロールについてですが、キーワードで検索して、どこか

の学校でトラブルがあるといった情報や、ＳＮＳ上で問題となりそう

な投稿などの情報提供になります。不登校につながる話であったり、

いじめとも関連した情報について提供を受けています。 

 

わかりました。 

 

ほかにご発言ないようですので、これで教育長諸報告を終わりま
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す。 

以上で公開案件の審議は終わり、ここから非公開案件の審議に移り

ます。 

 

＜ 非公開案件の審議 ＞ 

 

続きまして、自由討議に入ります。何か討議事項をお持ちの方はい

らっしゃいませんか。 

ないようですので、これで自由討議を終わります。 

 

それでは、次回以降の教育委員会定例会の開催予定日について、事

務局説明願います。 

 

 

＜ 次回、次々回の開催日時の調整 ＞ 

 

以上で令和６年第１１回教育委員会定例会の日程は、全て終了しま

した。これをもちまして閉会します。 

 

 

 午後４時０５分終了 
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